


日頃より埋蔵文化財の保護、活用に関しましては深いご理解とご協力をい

ただき、厚くお礼申し上げます。

北方町教育委員会では、今年度も東臼杵農林振興局の委託を受けて上崎地

区内に所在する上崎地区遺跡の発掘調査を実施しました。

本書は、平成 14年度に実施した埋蔵文化財調査作業の概要報告書です。

本書の刊行を通しまして、地域の文化財に対する理解と認識が、ますます

深まつていくことを願うとともに、今回の成果が社会教育・学校教育等で広

く活用されれば幸いに存じます。

最後になりましたが、本書の刊行にあたつてご協力をいただきました町民

の皆様をはじめ、ご指導ご助言をいただきました先生方、東臼杵農林振興局・

上崎区など関係機関の皆様に対し、こころより感謝申し上げます。

平成 14年 3月 20日

北方町教育委員会

嫌 長  中 利幸



例

本書は、東臼杵農林振興局の委託を受けて、平成 15年 1月 15日 より平成 15年 3月

20日 まで実施 した埋蔵文化財発掘調査の概要報告書である。

調査は、北方町教育委員会が主体 とな り、同文化財係長小野信彦が担当した。

調査の組織

調査の組織は、以下の通 りである。
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調査主体  北方町教育委員会  教 育 長

調査総括            社会教育課長

事務担当            社会教育課長補佐

調査担当            文化財係長
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調査協力 (順不同 )

宮崎県東臼杵農林振興局農地整備課、宮崎県文化課埋蔵文化財担当者各位、宮崎県

埋蔵文化財センター職員、宮崎県総合博物館職員、宮崎県市町村埋蔵文化財担当者

各位、速 日峰土地改良区及び地元関係各位

4.本 書の執筆・編集は小野が行つた。
5.本 書で使用 した写真 。図面については北方町教育委員会で保管 している。
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イま に

1.調査に至る経緯
宮崎県東臼杵農林振興局では、平成 13年度に引き続き上崎地区において、農地浸食
防止工事 としての農地保全整備事業を計画 し、北方町教育委員会に工事予定地内の埋蔵

文化財の有無についての照会を行つた。工事予定地内については、周知の埋蔵文化財包

蔵地であつたために、記録保存のための埋蔵文化財調査を実施することとなつた。

調査は、宮崎県東臼杵農林振興局の委託を受け、北方町教育委員会が主体となって、

平成 15年 1月 15日 より平成 15年 3月 20日 まで実施 した。

1.上崎地区遺跡遠景 (南から)
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1.早 日渡馬場園遺跡   2.小 原遺跡   3.矢 野原・矢野原第 2遺跡
4.蔵田遺跡  5,蔵 田城  6.駄 小屋殿の上遺跡  7.上 崎地区遺跡

2.遺跡位置図 (1/25,000)
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2.遺 跡 の位 置 と宋 境
上崎地区遺跡 は、北方町辰 (上 崎 )で行 なわれてい る農地保全整備事業に伴 って発掘
調査 された遺跡 の総称である。

本遺跡が所在す る北方町は、宮崎県の北に位置 し、東は延岡市、南は門川町・ 北郷村、

西は西臼杵郡 日之影町、北は北川町の 1市 3町 1村 と境 を接す る。町の南部を東西 15km、

南北23km余 りの町域 を占めて五 ヶ瀬川が流れ る。北には1,000m級 の大崩 山・鬼の 日山な

どの山々が連 なる。南部の五 ヶ瀬川流域や 曽木川流域 には、阿蘇溶結凝灰岩 の台地や河

岸段丘が発達 してお り、本町の遺跡 の大部分が集 中す る。

周辺の遺跡 について概観す る。 旧石器 時代では、五 ヶ瀬川 を挟 んだ対岸上流の矢野原

遺跡で、AT層 上位 より礫群の外、ナイフ形石器や剥片尖頭器 を含 め約 3,000点 にも及ぶ
遺物が出上 している。 また、 AT層 下位 では、数点のスクレイパー類 と剥片類が出土 し
ている。石材 は水晶、流紋岩 、砂岩等である。矢野原第 2遺 跡で も、 AT層 上下 よ リナ
イフ形石器やスク レイパー等が出土 している。

縄文時代では、矢野原遺跡・ 矢野原第 2遺 跡で草創期か ら手向山式直前までが充実 し

てお り、小原遺跡 で早期押型文が表採 されている。蔵 田遺跡では、早・ 後・ 晩期 の出土

例が多い。遺構では、礫群・集石遺構等が検出 されている。

弥生時代か ら古墳時代 にかけては、小原遺跡で弥生土器や須恵器片が表採 されてい る。

早 日渡馬場園遺跡では、弥生時代終末期か ら古墳時代初頭期 にかけての竪穴住居跡が 2

軒検 出されてい る。 また、蔵 田遺跡では古墳時代 の竪穴住居跡が 1軒 検 出 され、東側 の

一角で磨製石鏃 の未製品が45個 ほ ど見つか り、工房 の可能性が指摘 されてい る。駄小屋

殿 の上遺跡では、古墳時代後期 の石棺が数基検出 されている。矢野原第 2遺 跡 では、古

墳時代後期 の石棺が 7基 検 出 され 、その うち 1基 か らは、鉄刀 と鉄鏃が各 1点 づつ出土

している。

古代 については、出土遺物が少な く、詳細は不明である。

中世になると、早 日渡馬場園遺跡・蔵 田遺跡で陶磁器 、明銭、石 臼等が出上 してい る。

蔵 田城 は、中世 山城であ り、郭・空掘等の施設が良好 な状態で残 つている。

<参 考文献 >

(1)角 川書店『 角川 日本地名辞典』 45(1986)

(2)北 方町『 北方町史』 (1972)

(3)田 中茂『 東 日杵郡北方村の古墳』北方村教育委員会 (1962)

(4)北 方町教育委員会 「笠下遺跡」『 北方町文化財報告書』 1(1990)

(5)宮 崎県教育委員会『 打扇遺跡 。早 日渡遺跡・ 矢野原遺跡・蔵 田遺跡』 (1995)

(6)平 凡社『 日本歴史地名大系』 46(1997)

(7)北 方町『 北方町史第 2巻』 (1997)

(8)宮 崎県教育委員会『 宮崎県 中近世城館跡緊急分布調査報告書 I』 (1998)

(9)宮 崎県教育委員会『 宮崎県 中近世城館跡緊急分布調査報告書 Ⅱ』 (1999)
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3.調査区位置図 (1/5,000)
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容調

_調 査の概要

本遺跡は、標高約 150m～ 160m程 の通称 「原」と呼ばれる台地上に位置 し、以前か ら石鏃等が

そ集 されていた。工ヶ瀬川か らの比高差は 60～ 80mで ある。
工事場所により、調査区を 1か ら4区 に分けた。 1区では、アカホヤ層が確認 され、上面で竪穴住居

卜や土抗を、下部で縄文時代早期及び旧石器時代の包含層が検出された。 2～ 4区 では、遺構・遺物 と

)検 出されなかつた。斜面地では、農道・林道拡幅工事に伴 う確認調査で、古墳時代の竪穴住居跡や土

Eが 確認 されてお り、今後の開発行為に関 して十分な注意が必要である。

また、上崎か ら諸塚に通 じる旧道 (往還 ?)跡 の原型を記録できたのは、一つの成果である。

今回検出した遺構は、古墳時代前期の竪穴住居跡 1軒 と縄文時代早期及び晩期の上坑各 1基及び若千

)柱穴及び中世～現代の道路遺構 1基である。

〕.基本層序
基本層序は以下の通 りである。

I層 …表土層 (約 20cm)

Ⅱ層…茶褐色土層 (約 20 clll)

H層 …黒色土層。パサつ く。

遺物が出上。

Ⅳ層…アカホヤ層 (約 20 clll)

V層 …黒褐色土層 (約 20 clll)

Ⅵ層…黄褐色土層 (約 20cIIl)

Ⅶ層…AT層 (約 1 0 clII)

(約 3 0clll)上部 より主に縄文時代晩期の遺物や須恵器、陶磁器等の

Ⅷ層…黒褐色土層 (約 20 clll～ 5 0 cIIl)や や粘質。 3～ 5 cmの ブロック状。

Ⅸ層…黄茶褐色土層。粘質。小砂利 を含む。

X層 …阿蘇溶結凝灰岩層。岩盤。

やや粘質。縄文時代早期の遺構 と遺物が出土。

粘質。 旧石器時代の遺物が若千出土。

I層

Ⅱ層

Ⅳ層

V層

Ⅵ層

4.土層写真

Ⅵ層

Ⅶ層

Ⅷ層

Ⅸ層
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5。 1区空中写真

6。 竪穴住居跡及び

2号土坑空中写真

(上が北 )
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3。 遺構 。遺物

道路による削平が、Ⅳ層 (ア カホヤ層 )の 上部か らX層 の阿蘇溶結疑灰岩 の岩盤 までお

よんでいる。検出遺構 としては縄文時代早期の上坑 1基 、縄文時代晩期の土坑 1基 、弥生

時代終末期か ら古墳時代初頭期の竪穴住居跡 1軒 、近世以降の道路遺構 1基 である。

遺物のほ とん どは道路の埋土中よ り出土 し、包含層 (主 にⅣ・ V・ Ⅵ層)か ら出土 した

遺物は少ない。 AT層 の下位か らの出土遺物 も無かつた。

土坑は 2基 検 出 した。 1号 土坑はアカホヤ層下位 か ら、 2号 土坑はアカホヤ層上部か ら

掘 り込まれている。 1号土坑の平面形は円形である。 2号土坑は一部のみの検出である。

1号 土坑 よ リチ ャー ト製 の石鏃 と環状石介片が、 2号 土坑 よ り縄文時代晩期の土器片が出

土 している。

8.2号 土坑

土坑内出土遺物

(左 1号土坑 右 2号土坑 )

隷

7.1号 土坑

10.遺物出土状況 (Ⅵ層中)9.
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出土遺物

(石鏃・スクレイパー・剥片尖頭器 )

出土遺物

(円盤型扁平打製石器・叩石 。磨石 )

12.出 土遺物 (縄文土器 )

14.出 土遺物 (石核 )

16.出 土遺物
(磨製石斧 。局都磨製石斧 。扁平打製石斧 )

13.出 土遺物 (礫器 )

1 5。
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埋土中よ り打製石鏃、スク レイパー、剥片尖頭器 、縄文時代 早期 の上器 (押 型文・撚糸

文)、 礫器 、石核 、円盤型の扁平打製石器 、叩石、磨石、磨製石斧 、打製石斧 、局部磨製

石斧、扁平打製石斧、石錘等が出土 した。 (出 土遺物写真 H～ 16・ 22参 照 )

周辺の畑か らもた くさんの上器や石器 が表採 されてお り、広い範囲で旧石器時代 までの

遺物包含層が、畑 の造成等 によ り削平 されてい ると予想 され る。 しか し、今回検 出 された

土坑や竪穴住居跡 か ら見ても、削平 を免れている部分 もかな りの範囲になる と思われ る。

竪穴住居跡 は、1軒 を検出 したが、一部は調査区外 に広がってお り全面調査はできなかつ

た。 このため規模等は推測になるが、一辺が 4～ 5mの方形の竪穴住居跡で、主柱穴は 4本

になるもの と思われ る。深 さは検 出面か ら約 30cm、 床面は平坦で、浅 くくばむ焼土及び炭

集 中部 を中央部 よ りやや南側で検 出 した。少ない出土遺物か ら弥生時代終末期か ら古墳時

代初頭期 と思われ る。

竪穴住居跡検出状況 18.竪 穴住居跡内出土遺物

19.道 路遺構 (検出前 ) 20。 道路遺構 (検出状況 )
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道路遺構 は、調査前作業道 として使われていた。 この道はごく最近まで、対岸 の蔵 田か

ら舟で上崎に渡 り、速 日峰 を通つて諸塚に抜 ける幹線道路の一つであったが、別 にコンク

リー トの道が作 られ ると、ほ とん ど利用 されな くなってい る。特に、北側斜面部 は荒れ方

がひ どかった。最近北方町では、国道 218号線バイパスエ事 も終了 し、また高速道路である

延岡～北方道路 に伴 う発掘調査が延岡市で行 われている。 こ うした中、その昔主要幹線道

路であつた道や村 と村 をつないだ里道が、歴史のかなたへ忘れ去 られ よ うとしている。今

回の調査 をきっかけとして、このよ うな道路遺構 にも目を向けていきたい と思 う

埋上を除去す るとローム層やアカホヤ層が固 くしま り、馬車道 と思われ る浅い くばみが

検出 された。 また、北側 の斜面部 は阿蘇溶結凝灰岩 を削 りだ して道路 としていた。排水施

設 と思われ るものは無かつた。陶磁器 の小破片が若千出上 しているが、時期は不明である。

若干の柱穴を検 出 した。 かな りしつか りした作 りのもの もあつたが、掘立柱建物 には復

元す る事が出来なかった。一部、根 固め石が見 られ る柱穴 を検出 した。柱穴 よ り、出土遺

物の検出はなかつた。

22.出 土遺物 (石錘 )

道路遺構空中写真 (上が北)
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Itll

平成 14年 度 の調査で、検 出 された遺構 は、古墳時代前期の竪穴住居跡 1軒 と縄文時代

早期及び晩期の上抗各一基及び若千の柱穴、近世以降の道路遺構 1基 である。遺物 は、 旧

石器時代のスク レーパー、石核 、剥片先頭器 、縄文時代の石鏃、打製・ 磨製石斧 、石錘陶

磁器 などが出上 している。

旧石器時代の遺物は主にⅥ層 中よ り出上 しているが、ほ とん どは埋土中よ り他時代の遺

物 と一緒 に出上 している。 AT層 下位 に トレンチを掘 り下げたが、遺物の出土はなかった。

対岸 の蔵 田遺跡や矢野原遺跡 の堆積状況な どか ら、周辺 には良好な包蔵地が予想 され るた

め、今後は慎重な調査が必要 となる。

縄文時代では、アカホヤ層 中や下位 よ り上器や石器 が若千出土 してい る。遺物 の多 くは

埋土中よ り出土 している。集 中部か らずれている可能性 もあ り、周辺部 を含 めて新たな遺

構が検出 され るもの と思われ る。今後、その対応 には十分 な注意が必要である。 また、埋

土中にはかな りの量の焼石が混 じつているので、集石遺構等の検出が予想 され る。

当地域 にお ける、古墳時代 の住居跡 の発見例 は、 これまでの調査及び町開発事業に伴 う

調査で 4軒 日の検 出例で、着実にその事例 を増や しっつ ある。対岸の蔵 田遺跡や矢野原遺

跡、上流 に位置す る速 日峰地区遺跡 な ど周辺地域では、急傾斜や狭小な痩尾根 の端部で住

居跡が発見 されている。今回の調査 は、住居跡が良好 に残 つてい ると思われた 「原」での

検出であつた。今後の調査 に期待 したい。

これまでの埋蔵文化財調査 によ り、地元 をは じめ とす る多 くの町民に雇用の場 を提供 し

てきま した。 また、考古学的な成果 は もちろんですが、農地保全整備事業 の実施 と文化財

保護 の調整 を通 じて、発掘調査や埋蔵文化財への理解が増 してきたよ うに思います。

一般的には、まだまだ発掘調査作業ですが、本書 を通 して、非常に地道 で根気がい る大

切な作業 をご理解いただ く一助 となれ ば幸いです。
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フリガナ

所収遺跡名

フリガナ

所在地

コー ド 】ヒ  率幕 東 経 調査期間 調査面積

(♂ )

調査原因

市町村 遺跡番号

上崎地区

遺跡

東臼杵郡

北方町辰

６０
る
刀
仕

刀
仕

2003.1.15-

2003.3.20

980 県営農地保全

整備事業

所収遺跡名 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

上崎地区

遺跡

包蔵地 旧石器時代

縄文時代早期

縄文時代晩期

古墳時代前期

近世～現代

竪穴住居跡 1

道路遺構 1

土坑 2

剥片先頭器

石鏃・環状石斧

縄文土器

陶磁器

阿蘇溶結凝灰岩を削

って造りだした道路

状遺構 (近世～現代)

が良好な状態で残る
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